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別紙 

 

平成２９年度企画提案型協働事業（アイデア審査） 

「自主防災組織運営の知識の啓蒙・普及事業」 

提案に関する委員会付帯意見 

 

１ 実施の効果が期待される企画提案です。市の担当課や町内会等との密接な連携が不可

欠だと思われますので、市との協議では、協働の役割分担の明確化に努めてください。 

 

２ 事業の効果を高めるため、実践的な実施手法の検討及び安定した実施体制の構築に努

めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各委員の参考意見（ふせんの転載） 

 

実施の価値あり 

・自主防災組織の普及等は印西市にとって必要な事業で協働で行う価値があると考えられる。 

・自主防災について 共通のスキルと連絡システムを充実させるのは必要なことだと共感しました。 

・大変意義のある取り組みで是非継続的に実施していただきたい。特に、自主防災組織連合会の立ち上

げは重要と思われるので努力して頂きたい。（期待） 

・印西市の状況、課題について把握されている。 

行政・自治会との連携が不可欠 

・市の防災課との協業がうまくかみ合うようであれば大変良い提案かと思う。 

・自助・共助の実践力を育成する取組みとしてより高い効果を発揮できるよう団体と行政の連携を深め

て下さい 

・地域・自治会それぞれで抱える課題は多様だと思います。課題の把握、解決策の立案と行動が自律的

に行える人材が育成できるよう、育成手法について行政・自治会とも意見交換をしながら、より良い

ものに仕上げてください。 

・各組織の防災意識と実践力を向上させる。手法・取り組みは、大変手間がかかると思いますが、画一

的にならず、各組織の実態に合わせた手法を行政・自治会担当者とコミュニケーションを取りながら

柔軟に取り組んでください。 

・市との連携方法 マニュアル：「印西市のマニュアル」はないか。市のマニュアルとの関係は。 

実施手法の工夫を 

・自主防災組織の未設置地域の解消については新しいアイデアを持って市と協力して実現して頂きたい。

（要望） 

・住民が自発的に活動に参加できるよう工夫して下さい。 

・実態調査（大事です）～研修企画～実施～設置促進 を進めていって下さい。 

・研修会など自治会以外にも、公民館プログラムの様に、広く活動した方が広まるのではないでしょう

か。 

・自主防の課題は住民の理解、運営するマンパワー、資金調達等様々。更に水害の多い地区、ガケ地、

台地上のマンション等予想される災害も多様。普及の実を上げるにはケーススダディが有効と思われ

る。その前提で賛成。 

・マニュアルの見本が見たいです。 

・市に頼り過ぎのような気がする。 

・自主防災組織の増加の為の具体的な取組が希薄。 


